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令和 5 年第 2 回市議会定例会の開会に当たり、市長就任のご挨拶と市政運

営についての所信を述べさせていただきます。 

 

(就任挨拶) 

私は、去る 6月 11日に執り行われました美唄市長選挙におきまして、多く

の市民の皆様の信託を得て、美唄市長を務めることとなりました。 

誠に光栄に存じますとともに、多くの皆様のご期待により託していただい

た重責に対し、身の引き締まる思いでございます。 

 

私にとって、市政運営は初めてですが、これまで民間企業で培った経験を活

かし、これから 4 年間、市民の皆様の幸せのため、ふるさと美唄の発展のた

め、身を削る思いで全力を尽くしてまいります。 

 

(基本姿勢) 

はじめに、市政運営に当たっての私の市政についての方針や、重点課題に関

する考え方を申し上げます。 

 

人口減少や超高齢社会に加え、世界中で猛威をふるい、本市においても市民

生活に大きな影響を与えた新型コロナウイルス感染症は、今年 5 月に感染症

法上の位置付けが 5 類感染症に移行され、長きにわたるコロナ禍から、よう

やく日常生活を取り戻しつつありますが、社会経済情勢に目を向けますと、ロ

シアによるウクライナ侵攻等の不安定な国際情勢などを背景に、昨今のエネ

ルギー価格や物価高騰による市民生活、事業者の経済活動などへの影響は、収

束の兆しが見えません。 
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このような状況の中、私は地域での集会などを通じ、たくさんの市民の皆様

と出会い、対話を行ってまいりました。 

物価高騰や円安により食料品や生活必需品などの価格が上昇し、市民生活

へのさらなる悪影響が懸念される中、お一人お一人の生活は、多くの場合、若

者・子育て世代においては出産や子育て、教育環境などを考えたときに、この

まちで子どもを産み育てていけるのか、また、高齢者においては地域コミュニ

ティの希薄化による社会的孤立など生活への不安、事業者においては原材料

価格の高騰、従業員の高齢化や人材不足、後継者問題など切実で厳しく、美唄

で事業活動を続けていけるのだろうかといった不安を抱いていることを、市

民の皆様との対話を通じて知ることができました。 

 

このことから私は、市政を預かる立場となった今、「対話から始めるまちづ

くり」をスローガンに掲げ、市民の皆様との対話、さらには市内事業者の皆様

との対話、市議会議員の皆様との対話、市役所職員との対話を重ねながら、「皆

が、ときめく未来を語るまち、美唄」の実現を目指して、様々な課題解決に全

身全霊で挑戦していく所存でございます。 

 

(まちづくりの方向) 

つきましては、私は今後、3つの基本政策を柱として、市政を推進してまい

ります。 

 

1つ目としては、「市民の暮らしを守ることを最優先する」ということです。 

 

 まずは、物価高騰に加え、今後さらに電気代の値上げも行われる今、不安を

抱える多くの市民の皆様の生活を支えるため、全市民への 1 万円給付につい
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て、スピード感を持って取り組んでまいります。 

 

また、本市の基幹産業である農業を営む方の生活を守るため、後継者不足と

いった課題への対応として「美唄の農業に適したスマート農業」を産学官連携

のもと推進を図るほか、資材や肥料の高騰の影響を受けている農業者の方々

への支援を行ってまいります。 

 

さらに、高齢者の生活を守るため、間口除雪の要件緩和や、免許を返納して

も安心して移動できるよう交通手段の確保を図るほか、市民の皆様が安心し

て医療が受けられるよう、市立美唄病院の機能・スタッフの充実に取り組んで

まいります。 

 

2つ目としては、「事業の優先順位を見直す」ということです。 

 

財政状況につきましては、ここ数年におけるふるさと納税の大幅な伸びや、

特別交付税の増額などにより、一般会計に属する基金残高の大幅な増額が図

られ、各財政指標も好転している状況にあります。 

しかしながら、中長期的には人口減少や少子高齢化の進展により、市の財政

規模は縮小していくことが予想されており、限りある財源や人員を有効に活

用していくためには、行政サービスの量から質への転換を図ることが重要と

なっております。 

私といたしましては、市民の皆様にとって真に必要な事業、すなわち「市民

の暮らしを守る事業」を最優先に、現在進行中の事業であっても一旦棚卸を行

い、優先順位の高い事業へ予算を重点配分するなどの見直しを図ることを基

本姿勢としておりますが、今年度においては、すでに着手されている事業もあ
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りますことから、これら事業については、「最小の経費で最大の効果を上げる」

という地方自治運営の基本原則に基づき、可能な限り経費の縮減に努めると

ともに、事業の効果検証など地道に精査を行い、来年度以降の予算編成に確実

に反映させてまいります。 

また、各事業の優先度の見直しに際しては、市民の皆様や事業者の皆様の満

足度の向上を念頭に、冒頭より申し上げている「対話」をとおして、十分な情

報共有を図りながら、合理性のある判断に努めてまいります。 

 

3つ目としては、「びばいの未来へ投資する」ということです。 

 

 かつて炭鉱の最盛期に 9万人を擁した人口は、現在、1万 9千人にまで減少

しており、今後さらに人口減少が進み 2040年には約半分の 1万人になる推計

となっておりますが、この減少に歯止めをかけ、未来にわたって持続可能な地

域社会をつくるためには、必要な先行投資を積極的に行い、様々な課題解決を

図りながら、美唄に希望を持って住み続けられるまちづくりを進めていかな

ければならないと考えます。 

その先行投資とは、人口減少対策、そして子どもの教育や子育て環境の整備

であります。 

 

現在の本市における年間の出生数は減少を続けており、子どもたちの保育、

教育環境の改善は、未来の美唄を支える人材の育成・確保をしていくうえで大

変重要かつ喫緊の課題となっております。 

また、安心して子どもを預けられる保育環境づくりや子どもたちの教育へ

の投資は、市内の子育て世帯や一度市外へ転出した美唄出身の若者が帰って

きたいと思う魅力となり、移住・定住人口の増加にもつながるものと考えます。 
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このことから、将来のまちづくりを担う人材を育成していくため、小学 1年

生からのコンピュータ教育の推進、習い事や塾など学校外活動費の一部助成

や子ども議会を設置するほか、安心して子育てができるよう保育環境の整備、

一年を通じて子どもたちが安全に遊べる公園や屋内遊技場を整備するなど、

未来への投資を積極的に進めてまいります。 

 

また、道道美唄富良野線の開通による人の流れの変化を見据えた企業誘致

や、観光拠点づくりなどを実現することで、地域における経済効果だけではな

く、若い人たちが美唄で働きたいと思える地域特性を活かした魅力的な雇用

環境を作りながら人材の確保を図ってまいります。 

 

 (結び) 

以上、市長就任のご挨拶と、市政運営についての所信の一端を申し述べさせ

ていただきましたが、この方針は市民の皆様との対話から作り上げたもので、

お示しした取組は、まだまだ例示にすぎないと考えております。 

引き続きもっと多くの市民・企業の皆様の声をお聴きする対話の機会を多

く設けながら「皆が、ときめく未来を語るまち、美唄」の実現に向けて、市民・

議会・行政が力を合わせて、スピード感とよい意味での変化を感じ取れるよう

私が先頭に立って取り組んでまいります。 

 

市民の皆様、市議会議員の皆様におかれましては、今後の市政運営に一層の

ご理解とご協力を賜りますよう、心からお願い申し上げまして、私の所信表明

とさせていただきます。 


